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令和６年11月８日� （2）森　林　組　合　情　報

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
組
合
の
活
動
に
、
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
五
日
の
第
四
十
八
回
通
常
総
代
会
に
は
多
数

の
ご
出
席
を
賜
り
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
五
年
ぶ
り
に

ご
来
賓
の
皆
様
を
迎
え
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ご
来
賓
か
ら
の
温
か
い
祝
辞
と
総
代
の
皆
様
か
ら
の
多
数

の
ご
意
見
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
改
め
て
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
と
皆
様
の
林
業
へ
の
期
待
を
感
じ
ら
れ
る
貴
重
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
騒
乱
が
続
く
世
界
情
勢
の
中
、
わ
れ
わ
れ
備
北
森
林

組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
も
楽
観
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
資
材
の
高
騰
に
よ
る
住
宅
着
工

数
の
減
少
が
続
き
、
材
価
も
徐
々
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
円
安
に
よ
り
丸
太
の
輸
入
量
が
下
が
る
こ
と
で
、
国

産
材
は
一
定
の
価
格
が
保
た
れ
て
き
ま
し
た
が
、
円
高
の
動
き

も
み
ら
れ
、
外
材
の
価
格
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
燃

料
を
は
じ
め
と
す
る
費
用
の
上
昇
も
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
人

手
不
足
も
顕
著
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
働
く
人
材
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
当
組
合
員
数
も
昨
年
よ
り
六
十
三
名
減
少
し

て
三
月
末
で
四
千
八
百
六
十
二
名
と
な
っ
て
お
り
庄
原
市
の
人

口
減
少
同
様
、
組
合
員
数
の
減
少
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
同
様

に
山
林
所
有
者
の
世
代
交
代
も
目
に
見
え
て
進
ん
で
お
り
、
施

業
時
の
林
地
境
界
確
定
が
よ
り
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
一
部
の
心
無
い
業
者
に
よ
る
無
謀
な
伐
採
で
隣
接
所

有
者
同
士
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
立
木
を
売

買
さ
れ
る
と
き
は
、
隣
接
者
と
の
境
界
の
確
認
と
、
文
書
に
よ

る
伐
採
業
者
と
の
契
約
書
等
の
確
認
を
さ
れ
た
う
え
で
売
買
を

行
っ
て
い
た
だ
く
事
が
ト
ラ
ブ
ル
防
止
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
お
取
引
の
際
は
十
分
に
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
争

い
と
な
る
の
は
業
者
と
で
は
な
く
、
隣
接
土
地
所
有
者
で
あ
る

ご
近
所
の
方
と
の
争
い
に
な
り
ま
す
の
で
十
分
に
ご
注
意
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

皆
様
の
大
事
な
資
産
で
あ
る
山
林
を
、
よ
り
価
値
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
た
め
に
も
よ
り
多
く
の
事
業
を
担
え
る
よ
う
経
営

の
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
の
基
本
方

針
に
沿
っ
て
ま
ず
は
人
材
そ
れ
か
ら
物
に
投
資
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
従
業
員
の
労
働
環
境
の
改
善
と
効
率
化
を
行
う
た

め
、
事
務
所
の
改
修
、
技
術
員
の
休
憩
所
、
在
庫
書
類
の
整
理

を
行
い
ま
し
た
。
現
場
で
は
班
長
を
中
心
に
作
業
効
率
の
改
善

を
図
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、
ベ
テ
ラ
ン
が
定
年
退
職
を
し
て

い
く
中
、
職
員
、
技
術
員
に
二
名
の
女
性
を
採
用
し
ま
し
た
。

来
年
春
か
ら
実
業
高
校
卒
二
名
が
当
組
合
に
就
労
予
定
で
現

在
、
島
根
県
日
南
町
に
あ
り
ま
す
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
一
年
間

の
勉
強
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
末
に
理
事
会
に
て
新
た
な
高
性
能
林
業
機
械
の

購
入
を
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
重
機
や
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
も
交
換
時
期
に
き
て
い
る
機
械
が
多
数
あ
り
、
納
期
を

考
え
て
事
業
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
よ
り
計
画
的
な
更
新
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
役
員
、
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
計
画
の
達
成
と
生
産
性

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
人
材
、
生

産
性
の
改
善
と
も
に
時
間
が
か
か
り
目
に
見
え
て
利
益
が
増
え

て
く
る
に
は
今
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

三
月
に
は
株
式
会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン
の
子
会
社
、
株
式
会
社

フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
が
竣
工
い
た
し
ま
し
た
。
年
間
需
要
と
し
て

一
万
三
千
㎥
を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
来
年
に
は
フ
ォ

レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社
に
よ
る
ガ
ス
化
発
電
所
が
竣
工
予

定
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
二
万
二
千
ｔ
の
需
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
山
陰
山
陽
の
木
材
消
費
地
へ
運
ん
で
い
た

木
材
が
、
市
内
で
使
っ
て
い
た
だ
け
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
林
産
へ
の
取
り
組
み
を
強
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

切
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
て
、
ま
た
切
る
、
世
代
を
ま
た
い

で
の
山
林
経
営
に
お
い
て
資
産
相
続
の
際
、
山
林
の
境
界
が
わ

か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
組
合
に
て
伐
採
、

再
造
林
を
い
た
だ
き
ま
す
と
施
業
履
歴
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ー

に
て
保
管
し
ま
す
の
で
山
林
の
場
所
や
境
界
に
つ
い
て
の
資
料

を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
再
造
林
に
つ
い
て
山
林
所

有
者
の
費
用
負
担
は
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
の
で
積
極

的
に
ご
検
討
い
た
だ
き
、
組
合
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
日
頃
よ
り
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
組
合
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森林組合の概要
１．組合員数及び出資金
　正組合員数／4,862名
　出　資　金／95,844,000円

１．役職員、総代、参与員
　理　　事／11名
　監　　事／4名
　総　　代／200名
　参 与 員／337名
　職　　員／12名
　臨時職員／3名
　技 術 員／16名

ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長
八谷　恭介
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備
北
森
林
組
合　

第
四
十
八
回
通
常
総
代
会
を
六

月
二
十
五
日
に
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
コ
パ

リ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
総
代
数
二
〇
〇
名
の
内
、
一
七
八
名
（
本

人
出
席
六
十
一
名
、
書
面
議
決
書
一
一
二
名
、
委
任

状
五
名
）
の
出
席
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
五
年
ぶ
り
に
ご
来
賓
を

お
招
き
し
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
議
長
に

は
高
野
町
中
門
田
の
島
津
秀
樹
総
代
が
選
任
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
提
出
し
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
八
号
議

案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

 

提
出
議
案

第
一
号
議
案　

�

令
和
五
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
の
承

認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
二
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
事
業
計
画
並
び
に
損
益

計
画
案
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
三
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
承

認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

借
入
金
の
最
高
限
度
額
は
五
千
万
円

と
す
る
。
（
転
貸
資
金
を
含
む
）

第
四
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機

関
決
定
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

ひ
ろ
し
ま
農
業
協
同
組
合
（
庄
原
支

店
、
口
和
支
店
、
高
野
支
店
、
比
和

支
店
）

　
　
　
　
　
　

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
本
店（
高
野

　
　
　
　
　
　

支
店
、比
和
支
店
）

　
　
　
　
　
　

広
島
銀
行
庄
原
支
店
と
す
る
。

第
五
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
各
種
手
数
料
承
認
に
つ

い
て

　
　

（
原
案
）�

別
紙
手
数
料
規
約
案
の
と
お
り
と
す

る
。

第
六
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
役
員
報
酬
額
決
定
に
つ

い
て

　
　

（
原
案
）（
一
）�理
事
報
酬
は
、
一
一
、
四
一
〇

千
円
以
内
と
し
、
各
理
事
の
額

は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）�監
事
報
酬
は
、
一
、
五
七
〇
千

円
以
内
と
し
、
各
監
事
の
額
は

監
事
会
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　

�

役
員
報
酬
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は

理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
七
号
議
案　

�

森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業
、
国
土

交
通
省
の
事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

一
般
財
団
法
人
広
島
県
森
林
整
備
・

農
業
振
興
財
団
、
国
有
林
、
組
合
員

及
び
会
社
等
の
造
林
、
保
育
、
森
林

整
備
の
事
業
を
請
負
、
受
託
に
よ
り

行
う
。

第
八
号
議
案　

�
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整

備
機
構
と
の
分
収
造
林
契
約
承
認
に

つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究･

整

備
機
構
の
費
用
全
額
負
担
で
あ
る
三

者
契
約
の
森
林
組
合
は
造
林
者
と
な

る
。
契
約
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に

一
任
す
る
。

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽

微
事
項
の
修
正
並
び
に
違
算
、
誤
字
の
訂
正
及
び
そ

の
他
の
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に

よ
る
場
合
に
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を
理
事
会
に
一

任
す
る
。

第48回通常総代会を開催

ご祝辞をいただいた来賓

監査報告を行う
大江　代表 監事

広島県議会議員
小林　秀矩 様

議
長
　
島
津 

秀
樹 

総
代

庄原市長（代理）
企画振興部　林業振興課
中間　貴也 係長

広島県北部農林水産事務所
所長（代理）
芥川　雅洋 次長
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■損益計算書　　� （単位：千円）
収 益 430,494
費 用 310,219
事 業 総 利 益 120,275
事 業 管 理 費 108,785
事 業 利 益 11,490
事 業 外 損 益 ▲ 6,044
経 常 利 益 5,446
特 別 損 益 8,000
税 引 前 当 期 純 利 益 13,446
法 人 ・ 住 民 税 2,655
当 期 剰 余 金 10,791
前 期 繰 越 剰 余 金 12,133
当 期 未 処 分 剰 余 金 22,924

■事業管理費内訳� （単位：千円）
人 件 費 79,988
旅 費 交 通 費 600
事 務 費 2,032
業 務 費 4,316
諸 税 負 担 金 15,783
施 設 費 5,556
雑 費 510

計 108,785

� （単位：千円）
当期未処分剰余金� 22,924
　剰余金処分額� 12,075

法定準備金� 2,200
機械導入積立金� 4,000
車両導入積立金� 1,000
事務所修繕積立金� 2,000
出資配当金３パーセント� 2,875
任意積立金� 0

次期繰越剰余金� 10,849

令和５年度　剰余金処分案

令和５年度　決算状況
■貸借対照表� （単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部
流　動　資　産 流　動　負　債

現金・預金•受取手形 432,845 受 託 販 売 預 り 金 54
売 掛 金 12,387 受 託 林 産 預 り 金 25,804
未 収 金 88,472 購 買、 買 掛 金 2,173
未 収 消 費 税 0 修 理 費 買 掛 金 19
棚 卸 資 産 9,191 未払金(事業、一般) 39,214
立 替 金 19,271 未払法人税、消費税 6,530
仮 払 金 3,600 預 り 金 9,424
長期繰延税金資産 0 賞 与 引 当 金 11,124

仮 受 金 0
計 565,766 計 94,342
固　定　資　産 固　定　負　債

有 形 固 定 資 産 30,096 日本政策金融公庫貸付金他 0
無 形 固 定 資 産 3,664 退任、退職引当金 25,002
外 部 出 資 24,145 計 25,002
役職員に対する債権 1,690 資　本　の　部
日本政策金融公庫貸付金他 0 出 資 金 95,844
繰 延 資 産 880 法 定 準 備 金 181,131

計 60,475 任 意 積 立 金 170,000
機 械 導 入 積 立 金 27,000
車 両 導 入 積 立 金 8,000
資 本 準 備 金 1,997
当 期 剰 余 金 10,791
前 期 繰 越 剰 余 金 12,134

計 506,897
資　産　合　計 626,241 負債純資本合計 626,241

■事業別取扱高� （単位：千円）
項　　　目 収　益 費　用

指導
部門

指 導 情 報 費 243 1,247
経 営 案 作 成 費 0 0

計 243 1,247
販売加工

部門
販 売 • 加 工 事 業 80,632 62,116

計 80,632 62,116

森林整備
部門

森 林 整 備 事 業 185,369 123,521
治  山  事  業 5,597 3,732
土  木  事  業 46,152 38,427
造 林 事 業 手 数 料 3,555 926

計 240,673 166,606

利用
部門

調  査  事  業 5,455 410
病 害 虫 防 除 事 業 899 357
環 境 整 備 事 業 52,968 34,367
利  用  事  業 29,085 30,813
緑 の 雇 用 事 業 4,467 3,436
森林整備補助金取扱手数料他 3,270 0
証 明 手 数 料 0 0

計 96,144 69,383
購買
部門

購  買  事  業 12,766 10,867
計 12,766 10,867

金融
部門

金  融  事  業 36 0
計 36 0

合　　計 430,494 310,219
※受託林産、販売取扱高
※受託森林整備取扱高

30,836千円
33,000千円

事業総取扱高 494,330千円
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急
激
な
円
安
が
進
む
中
、
燃
料
や
資
材
価
格
の
上
昇
に
伴
う
悪
性
イ
ン
フ
レ
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
昨
年
よ
り
住
宅
の
着
工
数
の
減
少
も
改
善
す
る
こ
と
な
く
今
後
も
進
ん
で
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
反
省
か
ら
、
資
材
メ
ー
カ
ー
の
国
産
材
利
用
へ
の
転
換

機
運
が
高
ま
り
、
そ
こ
に
円
安
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
中
東
な
ど
の
紛
争
に
よ
る
外
材
輸
入
量
の

減
少
が
、
住
宅
着
工
数
減
少
に
よ
る
原
木
価
格
下
落
を
防
い
で
く
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
人
口
減
少
と
景
気
後
退
に
よ
り
木
材
需
要
の
減
少
が
続
き
、
昨
年
末
か
ら
じ
わ
じ
わ

と
原
木
価
格
が
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

山
林
所
有
者
の
世
代
交
代
も
進
み
経
済
的
関
心
も
薄
れ
る
中
、
今
後
ど
の
よ
う
に
森
林
を

管
理
運
営
し
て
い
く
の
か
大
き
な
分
岐
点
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
株
式

会
社
ウ
ッ
ド
ワ
ン（
株
式
会
社
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ン
）庄
原
工
場
の
稼
働
、フ
ォ
レ
ス
ト
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
計
画
な
ど
、
地
域
需
要
の
拡
大
も
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
地
域
の
宝
で
あ
る
豊
か
な
自
然
と
森
林
資
源
そ
し
て
組
合
員
各
位
の
財
産
を
次

世
代
に
つ
な
い
で
い
く
重
要
な
役
割
を
、
我
々
森
林
組
合
は
担
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年

度
の
方
針
と
し
て

●
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
。
各
支
所
の
統
廃
合
も
含
め
業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
よ

り
多
く
の
事
業
を
担
え
る
よ
う
人
材
の
確
保
、
機
械
設
備
の
更
新
、
技
術
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

●
皆
伐
・
間
伐
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
林
業
の
基
本
で
あ
る
「
切
っ
て
植
え
て
育
て
る
」
た
め
に
再
造
林
の
推
進
を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。

●
ナ
ラ
枯
れ
対
策
と
し
て
広
葉
樹
の
利
用
検
討
を
広
島
県
森
づ
く
り
県
民
税
を
利
用
し
て
庄

原
市
と
市
内
の
林
業
事
業
体
と
共
同
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
支
障
本
伐
採
等
の
環
境
整
備
事
業
も
こ
れ
ま
で
組
合
員
の
皆
様
か
ら
ご
依
頼
い
た
だ
い
て

か
ら
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
こ
れ
ま
で
同
様
、
安
全
作
業
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

●
組
合
員
の
皆
様
へ
の
山
林
経
営
・
山
林
管
理
方
法
等
の
情
報
発
信
へ
の
取
り
組
み
を
継
続

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
生
産
性
の
高
い

事
業
活
動
を
目
指
し
て
業
務
内
容
を
見
直
し
、
さ
ら
に
多
く
の
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
各
位
、
関
係
機
関
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、
役
職
員
一
丸
と
な
り

事
業
目
標
の
達
成
、
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和６年６月25日開催の第48回通常総代
会で承認されました出資金に対し、３%を
指定された金融機関口座に振込させていた
だきました。（源泉徴収税20.42%を差し引
いています。）
　但し、出資配当金100円未満については
令和９年度に振込致します。

出資配当金振込のお知らせ

令和６年度計画 損益計算
■部門別損益計画� （単位：千円）
部　　門 費　用 収　益 損　益

指 導 1,100 0 ▲ 1,100
販 売 84,896 117,811 32,915
加 工 320 400 80
購 買 5,618 7,023 1,405
森 林 造 成 168,798 237,948 69,150
利 用 63,717 89,007 25,290
金 融 0 0 0
合 計 324,449 452,189 127,740

受託事業取扱高（森林整備・林産）� 76,800千円
事業総取扱高� 528,989千円

■損益計画� （単位：千円）
科　　　目 小　計 合　計

1．事　業　総　損　益
　1．収　　　　　　　益 452,189
　2．費　　　　　　　用 324,449

事 業 総 利 益 127,740
2．事　業　管　理　費

事 業 管 理 費 計 120,372
事 業 利 益 7,368

3．事　業　外　損　益
　1．事　業　外　収　益 0
　2．事　業　外　費　用 0

事 業 外 損 益 0
経 常 利 益 7,368

4．特 　 別 　 損 　 益
　1．特　  別　  利　  益 0
　2．特　  別　  損　  失 10

特 別 損 益 ▲ 10
税引前当期純利益 7,358
法人税及び住民税額 1,451
当 期 剰 余 金 5,907
前 期 繰 越 剰 余 金 10,849
当期未処分剰余金 16,756

令
和
６
年
度
事
業
計
画

総
　
括
運
営
の
基
本
方
針
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技
術
員
募
集

職
員
募
集

備北森林組合組織 （令和６年11月1日現在）
総代会

理事会 監事会代表理事組合長　八谷　恭介

＊口和支所営業日　火曜日、水曜日（午前中）、木曜日、金曜日（午前中）
＊高野支所営業日　火曜日、木曜日
＊比和支所営業日　月曜日（午前中）、水曜日、金曜日（午前中）

対　象　者：地元の森林を共に
　　　　　　守ってくれる人
業 務 内 容：森林の伐採・育林・ 
　　　　　　林業機械等の作業
募 集 人 員：若干名
必要な資格：普通自動車免許
　　　　　（ＡＴ限定不可）経験

者は優遇します
※�興味のある方は就労前体験が出来ま

すのでお気軽にご連絡ください。

人事異動のご紹介（旧職名）
令和６年４月１日　
総務課 課長  飯島  晴二（総務課　課長補佐）
業務課 係長  森沖  裕治（業務課　主任）

お世話になりました　退 職

令和６年３月31日付
技術員 大迫 勝治さん 

令和６年10月31日付
技術員 大坂 雄一さん 

対 象 者：地元の森林を共に守っ
てくれる人

業務内容：①一般事務、経理事
務、購買業務等

　　　　　②現場管理（営業、
計画作成、各種申請、
調査測量業務等）

募集人員：若干名
必要な資格：普通免許自動車
　　　　 　（※②AT限定不可）
※興味のある方は、お気軽にご連

絡ください。

　令和６年６月25日開催の総代会にて承認された事業計画の経営合理化策の一環として、各支所の統廃合も含め
た業務の効率化を進めています。これに伴い、八谷組合長をはじめ石田筆頭理事・大江代表監事・各地区の役員・
職員4名・各支所の臨時職員で令和6年10月8日に口和地区（出席総代17名）、10月９日に高野地区（出席総代17名）、
10月10日に比和地区（出席総代24名）で各支所の統廃合について説明会を行いました。総代の皆様方には遅い時
間にもかかわらず、ご出席いただき、また当組合の運営につきましても理解が得られましたこと、重ねて感謝申し
上げます。
　このような経緯を踏まえ、令和６年12月27日をもちまして、口和支所・高野支所・比和支所を休止することとい
たしました。これまで各支所をご利用いただき心よりお礼申し上げます。
　なお、各支所の業務につきましては令和７年１月６日より本所に引継ぎ万全の態勢でサービスに努めてまいる所
存でございます。組合員の皆様にはご不便をお掛けいたしますが、何卒ご理解をいただき今後とも変わらぬご愛
顧を賜りたくお願い申し上げます。

業務課　技術員
國
光
　
愛
美

田
中
　
修
二

伊
藤
　
　
昇

増
本
　
健
斗

伊
藤
　
由
祥

國
光
　
謙
壯

田
中
　
秀
身

前
田
　
直
人

倉
林
　
信
義

前
田
　
　
仁

寸
為
雄
一
郎

津
田
　
　
守

前
田
　
　
豊

堀
江
　
秀
国

前
田
　
成
人

藤
原
　
祐
博

業務課
書

記

技

師

主

任

係

長

係

長

専
門
員

課
長
補
佐

課

長
福
場
　
史
夏

平
川
　
　
尚

井
上
　
智
広

森
沖
　
裕
治

山
本
　
梨
恵

梶
川
　
和
彦

滝
本
　
賢
三

積
山
　
武
司

総務課
比
和
支
所

高
野
支
所

口
和
支
所

臨

時

書

記

専
門
員

課

長
平
尾
久
美
恵

平
尾
久
美
恵

家
島
佳
代
子

土
井
　
裕
加

橋
口
　
理
江

八
谷
　
信
子

飯
島
　
晴
二

参事　石田　悦二

各支所営業休止のご案内各支所営業休止のご案内

令和６年12月27日までの
各支所の営業日及び営業時間

令和６年12月27日をもちまして各支所を休止します。令和７年１月６日より本所に引継ぎます。

各地区での説明会の様子

比和地区（比和自治振興センター）高野地区（上高自治振興センター）口和地区（口和自治振興センター）

長期に渡ってご尽力いただきありがとうございました。
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　事務所の改善により事務所内がとても明るい雰囲気になりました。以前はなかった組合員さんの為
の接客カウンター・接客スペースを設け、各種手続きがスムーズに行えるようになり、購買コーナー
も改善し商品が見えやすくなりました。

備北森林組合の１Ｆ事務所を改善しました備北森林組合の１Ｆ事務所を改善しました

組合の活動

安全大会の実施 にちなん中国山地林業アカデミー
の生徒を招いての搬出間伐視察

普通救命講習会の実施安全祈願祭

新設した接客コーナー 改善された購買コーナー

　新卒で備北森林組合に採用され４年目にな
ります。現在は育林作業や放置林の整備を主に
やっています。始めのうちは出来ないことが多く
大変でしたが、班長や先輩方に教えていただき
現場作業もスムーズに出来るようになり、楽しく
仕事が出来ています。
　育林によって木の成長力を高めることや、放
置された里山林・繁茂した竹林などを整備し、
山林がきれいになったのを見た時に、やりがい
を感じています。
　将来は高性能林業機械に乗り、木材生産をし
たいと思っています。

増 本　健 斗

備北森林組合
林業

木を植えて育てる組合

    

庄原でいきいき働く協議会企業ガイドブック庄原でいきいき働く協議会企業ガイドブック
Work fun 庄原の71ｐに掲載されています。Work fun 庄原の71ｐに掲載されています。
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皆伐地と再造林の募集について

再造林から新植（ヒノキ）1年目の下刈施業後の状況再造林から新植（ヒノキ）1年目の下刈施業後の状況

　人工林で伐期を迎えた山林を皆伐し現金にしませんか。
　（伐採跡地の再造林を推進しています！）
　これから人工林の皆伐を予定されている方は、皆伐前に事前に組
合にご相談して頂ければ、伐採後の再造林に国・県・市の補助金と
ひろしま北部森林再生協議会の助成制度を利用して、森林所有者
の実費負担がなくなる可能性があります。
　皆伐をお考えの方は、是非この機会にご相談下さい。
　組合は、森林資源の循環の為、伐期を迎えた人工林を皆伐（現金
化）し、植林～育林そして次世代に繋げる活動に取組んでいます。
　組合員の皆様のご連絡をお待ちしております。
　尚、条件によっては事業が出来ない場合があります。又、現場によ
っては伐採出来ない事がありますので、ご承知おきください。

　当組合では、概ね35年以上のまとまった山林で補助金を活用し、皆伐前に間伐を行い、間伐材を売って山
林所有者に利益還元しています。
　ご希望の方、または興味がおありの方は、森林施業プランナ－が相談を受けますので、ご連絡をお待ちし
ております。
　尚、条件によっては事業をお受けできない事がありますので、ご承知おきください。

スギ・ヒノキの植林地で皆伐までに、間伐材を売って現金にしませんか！
皆伐前の利用間伐地の募集について（間伐材の現金化）

❺搬出作業 ❻山土場 ❼間伐施業後

❶林業作業道開設 ❷伐倒作業

測量図面（等高線図）

測量データイメージ

観測手簿（測点座標）測量図面（航空写真）

❸木寄作業

❹造材作業

今後、年月が経過しても測量データを元に現地を再現することが出
来ますので、組合員さんの山を特定する事が可能になります。主な
対象事業は８頁～10頁に記載してありますので、お気軽にご相談く
ださい。　※境界を確定するものではありません　

～組合に施業を依頼していただくと簡易GPSの測量データが残ります～～組合に施業を依頼していただくと簡易GPSの測量データが残ります～

利用間伐
～作業システム～
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補助制度を活用して、再造林を進めましょう！
～庄原市の補助制度が拡充されました～

【市補助金の趣旨】
　植栽から木材生産までの数十年にわたる保育期間における
森林所有者の費用負担を低減し、一層の再造林を推進するた
め、令和５年度から市の補助制度が拡充されました。
【補助制度の内容】
　森林所有者の費用負担を事業費の5％まで軽減することをめ
ざした補助制度です。
※国の造林事業（森林環境保全整備事業）に市が上乗せで補助金を
交付します。
　令和5年度から、植栽に加えて、下刈り、枝打ち、除伐、保育間
伐が補助対象となり、補助金の算定方法が変更となりました。

【補助金のイメージ】
　国事業の補助対象経費（標準経費）の27％を支援します。　
[国51%・県17％・市27％]

　ただし、国事業の補助対象経費（標準経費）より実際に要
した経費（実行経費）が少ない場合は、実際に要した経費のう
ち、95%を支援します（国県市の合計）
《計算例：標準経費130万円、実行経費100万円の場合》

市の制度名 対象経費 補助率

循環型林業推進
事業

（令和５年度から）

国事業（森林環境保全
整備事業）を活用し実
施される事業のうち植
栽、下刈り、枝打ち、除
伐及び保育間伐に要す
る経費

国事業の補助対象
経費の27%
※補助対象経費が実
際に要した経費よりも少
ない場合は、計算方法
が変わります。

再造林支援事業
（今までの制度）

国事業（森林環境保全
整備事業）を活用し実
施される事業のうち植栽
に要する経費

国事業の補助対象
経費の8.5% （県義
務負担額の1/2）

市による
上乗せ補助なし 国  51％ 県  17％ 個人負担  32％

旧
制
度

植栽のみ
8.5％補助

国  51％ 県  17％

市
8.5％ 個人負担  23.5％

植栽以外
補助なし 個人負担  32％

新
制
度

植栽・保育
27％補助 国  51％ 県  17％ 市  27％

個人
負担  
5％

新
制
度

標準経費
よりも

実施経費
が低い場合

国  51％
（130万円×51％）

66.3万円

県  17％
（130万円×17％）

22.1万円

市
6.6万円

個人
負担  
5％

5万円

　是非、制度を活用した再造林・保育事業をご検討く
ださい。
【問い合わせ先】　当組合まで

補助の対象者等
　特定間伐等促進計画、森林経営計画の認定を受けて
いること。

※森林経営計画は施業前、中、後の写真が必要となりま
すので、事前に連絡して下さい。連絡のない場合、補助
対象とならない場合があります。

事業規模等
　一施業地の面積が0.1ha以上であることが事業規模
の要件となります。
　ただし、人工造林については、１回の申請において、
集約化した施業地の合計が概ね５ha以上必要で、搬
出間伐においては、伐採木の搬出材積の合計を当該施
業地面積の合計で除して得た値が、１haあたり10立
方メートル以上であることが要件となります。

その他補助要件
　保育間伐については、造林木の伐採率が20％以上な
いと補助対象となりません。
　また、原則として過去５年以内に同一施業地において補
助事業による施業を実施していない場合に補助対象となり
ます。
　※�表①は、森林環境保全直接支援事業で実施できる作業

区分や補助対象となる林齢を示しています。
　（除伐・枝打・保育間伐については、補助対象にならな
い場合があります。）

表①　作業区分と対象林齢
作業区分 対象林齢 採択要件 その他要件

人工造林 伐採木が
40年生以上

人工林の伐跡
5.00ha以上のまとまりがある

苗木の確保が必要なため、出来れば前年
度に相談して下さい

下　　刈 1～10年生 5～10年生は事前検査が必要
雪　　起 1～15年生 30％以上の倒木起

枝　　打 11～30年生 1haあたり500本以上の枝打 枝打ちの補助金は年度によって出ない事
があるので必ず事前に相談して下さい

除　　伐 11～25年生 林内の不要・不良木の伐採 一度補助を受けて次に除伐する場合は、
5年以上間をあけること

保育間伐 11～60年生 20％以上の造林木を伐採 〃
間　　伐 　 ～60年生 1haあたり10㎥以上の間伐材搬出

ご不明な点が
ございましたら
お気軽に

ご相談下さい。
備北森林組合業務課

電話番号
(0824)

72-5561

森林環境保全直接支援事業（造林補助金）について



庄原市森づくり事業・令和７年度施業地を受付中!!庄原市森づくり事業・令和７年度施業地を受付中!!

　市内の森林におけるスギ・ヒノキのうち、過去15年間に一度も森林整備（手入れ）が行われていない森
林を整備する費用を助成します。
①間伐（16年生以上～）
②針葉樹と広葉樹の混交林へ誘導するための伐採
　●実施要件：山の傾斜が急（20度以上）で、民家などに近い（250メートル未満）人工林
　●所有者負担金として、１ヘクタール当たり１万円が必要です。
　●森林所有者は、整備事業実施に関する10年間の協定書を、市と事業実施主体と締結する必要があります。
③台風や大雪による被害木の片付け（21年生以上の山が対象で、二次災害の防止）

　手入れが不十分な里山林（天然林など）の景観保全、竹林繁茂防止、防災・減災、鳥獣対策などを目的と
した森林整備を実施します。

▼環境貢献林整備事業（人工林対策）

▼里山林整備事業

問合せ・申し込みは当組合まで

令和６年11月８日� （10）森　林　組　合　情　報

分収造林とは （山主さんの山林を一定期間国に預け、造林し皆伐代金を分収する事）
①土地所有者は土地を提供し施業に係る費用の負担はありません。②備北森林組合は森林の施業を実行し
ます。③森林研究・整備機構は森林施業の費用負担・施業の決定等を行います。この三者間で分収造林契
約を締結し、契約満了時には皆伐収入を分収します。また、現在は皆伐までに間伐材を販売し売上代金を
分収しています。
概略の契約条件 　（＊2）（＊2）

○契約面積は5.00ha以上の雑木や人工林
の伐採跡地（スギ・ヒノキの伐採跡地
は条件があります）

○植栽木は、スギ又はヒノキ
○水源保安林等の指定地（未指定地は条

件が整えば組合が県に申請できます）
収入の分収率については

　土地所有者が40％です。森林研究・整備機構が50％です。備北森林組合が10％です。
　　（＊1）：国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林整備センター
　　（＊2）：くわしい契約条件等については、備北森林組合にお問い合わせください。
＊条件によっては、契約できない事がありますので、予めご承知下さい。

植栽から保育・皆伐に至るまで、契約者間で役割分担
②造林者

［持分10％］（造林の実行等）
①造林地所有者

［持分40％］（土地の提供）

③森林研究・整備機構［持分50％］
奥地での適切な森林の造成整備、針広混交林への誘導等に向けた管理経営を主導

・費用負担　・森林調査　・施業の決定
・造林者への技術指導　・契約の締結、管理〔 〕

（山主さんの山林を国と森林組合で分収造林契約をして管理します）

森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!
（＊１）（＊１）

安心１　森林保険とは
●森林所有者の方が山の災害に備える事の出来る唯一の

保険です。
●ご加入いただける森林は人工林（スギ・ヒノキ・広葉樹

等）で、樹種や林齢、面積などは制限はありません。
●森林の所有者であるなしに関わらず、個人、法人誰でも

申し込みでき、保険契約者になれます。ご家族など他の
人のために契約をすることもできます。

　ただし、被保険者は森林の所有者に限られます。
　※森林組合が森林所有者に代わって、ご加入の申し込み

ができます。

お申し込みは森林組合で受付けしております。手続は簡単
です。必要であれば、森林の所在地、樹種、林齢、面積等
をお知らせいただければ見積書を作成致します。

安心２　補償する自然災害とは？
次の８つの災害が対象となりますが、病虫害・獣
害・地震などは対象となりません。



※注）マイカンギアに保持している菌のうち、「ナラを枯らす菌（ナラ菌）」と「カシナガの食糧の菌」は別の菌です。
　　  これらは、総称してアンブロシア菌と呼ばれています。

　ナラ枯れとは、カシノナガキクイムシという小さな甲虫により、ナラ・
カシ類の集団枯損が引き起こされる現象を言います。紅葉前の緑鮮や
かな山で、点々と、ひどいときには斜面の一面を覆うように、ナラ類の
木々が赤茶色に枯れてしまう被害が発生します。

（1）ナラ枯れの原因
　ナラ枯れ（写真1）は「ブナ科樹木萎

いちょうびょう

凋病」と呼ばれる「樹木の伝染病」です。
樹木を枯らす原因となる病原菌は、ナラ菌と呼ばれるカビの一種です。
　ナラ菌が樹木内に入り繁殖すると、道管の機能が失われ、水切れを起こして枯
れてしまいます。その病原菌であるナラ菌を樹木から樹木へ運ぶのがカシノナガ
キクイムシ（以下「カシナガ」写真2）です。

　メスは、樹木内に入ると、アンブロシア菌を植え付けて繁殖させ、それを食糧とします。そして、樹木内でカシナガも繁殖し、
翌年初夏に、ナラ菌を含むアンブロシア菌をマイカンギアに保持した状態で大量に飛散し、健全木へ穿

せん

孔
こう

するというメカニズム
を毎年繰り返し、ナラ枯れは広がります。
　このようにナラ枯れは、カシナガとナラ菌の共生関係により引き起こされる伝染病です。

組合員資格（出資配当金の振込不明者）の確認作業を行っております。
　現在、当組合では、出資配当金の振込不明者の確認作業を行っております。
　その為、該当する組合員様にお電話もしくは、お手紙でご案内をさせていただいておりま
すのでご協力のほどよろしくお願いいたします。

　組合員資格については、原則、相続登記が完了された方をお願いしておりますが、諸般の
事情で直ちに相続登記が完了出来ない場合でも、法定相続の方であれば手続きが可能ですの
で、総務課までご連絡ください。

　カシナガは、初夏（6月下旬～）に前年
のナラ枯れ被害木から大量に飛散し、健
全な樹木の樹幹へ穿

せん

孔
こう

します。メスの背
中には、マイカンギアという胞子を貯蔵す
る器官があり、そこに様々な菌類（通称：
アンブロシア菌）を保持しています。そ
の菌類のうちの1つにナラ菌が含まれます
（図1）。

ナラを枯らす菌 カシナガの食糧の菌

ラファエレア菌
（ナラ菌）

図１ カシノナガキクイムシの保持する菌類の関係写真２ カシノナガキクイムシ
オスオス メスメス メス拡大メス拡大

酵母類など

　被害はひとたび蔓延すると防除が困難なことから、被害が拡大しやすい大径木の伐採による若返りや、被害
を受けない樹種への転換を図ることが有効とされていますが、現在効果的な対策はありません。

アンブロシア菌
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写真１ ナラ枯れの被害地（R6年比和町）写真１ ナラ枯れの被害地（R6年比和町）

ナラ枯れ被害の基礎知識



BC2020
（両手ハンドルタイプ）

￥６２，０００

￥５１，０００

￥７２，０００

森林香・防虫器

使いやすい軽量モデル！

〇チップソーを１枚サービス致します。
〇替刃を１個サービス致します。
　是非この機会に

パワー森林香パワー森林香

30巻入

排気量22.5c㎥、質量4.4kg

BCZ235Ｗ-DC
（両手ハンドルタイプ） チェンソー専用オイル

排気量21.7c㎥、質量3.8kg
メーカー希望小売価格 ￥63,800

メーカー希望小売価格 ￥78,100

メーカー希望小売価格 ￥86,900

排気量33.4c㎥、質量3.4kg
ガイドバー35c㎥（14″）

キャンペーン期間：令和 ７年１月31日まで
家庭用よりも厚く、煙の量が一層多くなり、

広い屋外での使用に最適‼
ブヨ・蚊除けに最適です。
森林香・パワー森林香専用の器具です。

携帯防虫器専用

￥１，６００

￥１，０５０～
 ￥１，９００

￥１，２００

￥７,０００ ￥２２,０００

￥３,２００

￥１,２００

成分：塩素酸ナトリウム50％

携帯防虫器携帯防虫器

スパイク地下足袋

（税込価格）

マウントブーツ

ザイトロン微粒剤 ケイピンエース

★ごく微量の有効成分をクズの局所に施用す
ることにより、クズ全体を防除することがで
きます。

★特殊製剤（木針剤）ですから、持ち運びに便
利でかつ能率的に作業ができます。

★一年中使用でき、効果の差はありませんが、
根株の見つけやすい秋～春（冬季）に処理
するのが能率的です。

○幅広い雑草に効果があり、
特にササ・ススキ・ヨモギ
などに効果があります。

○即効性で根まで枯らし、散
布後２－３ヶ月で種まきや
定植ができます。

※ デゾレートAZは劇物ですので、お買上の際は
　 印鑑と免許証等の身分証明書が必要です。

クズ専用除草剤５㎏
葉から吸収するので朝露の
ある時に散布します。

￥９,０００

ゼノア

山林専用刈刃
（笹刃）

５０リットル用
（1000㎖）
￥２，９００

20リットル用
（400㎖）
￥９００

混合燃料は、簡単に作れます。
刈払い機・チェンソー用の混合燃料（50：1）
がこのオイルとガソリンを混ぜる事で混合燃
料が作れます。

18L￥８，４００4L￥２，８００

竹の伐採に
最適
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ご注文等ございましたら（お電話にて）お気軽にお問い合わせください。TEL0824-72-5561
ご不便をおかけする事もあるかと思いますが何卒よろしくお願い申し上げます。

長い間回覧にてご注文いただきましたが、店頭のみの申込み販売と致します。

※しいたけ等種駒・果樹苗木の取扱のお知らせ※※しいたけ等種駒・果樹苗木の取扱のお知らせ※

にく丸（森290号）

プロの生産者から初心者まで幅広く
対応する日本を代表する品種
種類：秋春出�
発生温度範囲：7℃～20℃�
栽培スケジュール� （月）

■発生最盛期　■発生期

注文期間：しいたけ・ナメコ等　11月中旬～３月中旬
　　　　　果樹・苗木　　　　　９月下旬～12月上旬

※�注文期間外はお取り寄せできない事があり
別途送料が必要になる場合があります。

写真提供：森産業株式会社写真提供：森産業株式会社
写真提供：森産業株式会社写真提供：森産業株式会社


